
雇用環境の整備、両立支援対策の充実に関する行動計画 

 

 

 職員の働き方を見直し、職員が仕事と子育てを両立させることができ、仕事

生活の調和を図り働きやすい環境の整備を行うため、次のように行動計画を策

定する。 

 

１．行動期間  平成２８年４月１日～平成３７年３月３１日 

 

２．内容 

 目標１：計画期間内に、育児休業取得率を次の水準以上にする。 

     男性職員………計画期間中に１人以上取得する。 

     女性職員………取得率を１００％にする。 

<対策> 

 ● 平成２８年４月～ 男性も育児休業を取得できることを周知 

 ● 該当者が出た場合に、その都度育児休業の取得希望者を対象の説明会の

実施 

 

 目標２：平成３５年４月までに所定外労働時間を削減するため、ノー残業

デーを設定、実施する。ただし、予算・決算及び大規模災害が発

生した場合は除く。 

<対策> 

 ● 平成２８年４月～ 所定外労働の現状の把握 

 ● 平成３０年４月～ ノー残業デーの協議・検討、職員への周知 

 ● 平成３１年４月～ ノー残業デーの実施  

 

 目標３：平成３３年４月までに年次有給休暇の取得日数を、一人当たり平

均１０日以上とする。 

<対策> 

 ● 平成２８年４月～ 年次有給休暇の取得状況について実態を把握 

 ● 平成３０年４月～ 職場内検討の開始 

 ● 平成３１年４月～ 計画的な取得に向けて職員への周知 

 ● 平成３２年４月～ 有給休暇取得予定表の掲示や、取得状況を取りまと

め公表などによる方法で取得促進に向け取組む  


